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第二五回東日本婦人部委員会が、一月二一日東京新橋アネックスにて開催されました。

　東日本本部より高野委員長があいさつにみえました。
東日本十六名の婦人部員が結集し二〇一一年度運動方針を決定しました。
❤　佐々木婦人部長挨拶
昨年の三月十一日の東日本大震災では国労組合員二名が亡くなり、多くの家族を失う被害を受けました。
会社は帰宅困難者の対応訓練などを実施している。職場の安全を守るためには、そのとき私たちは何をするか？
契約社員（ＧＳ）は第一期生が五年目を迎え、ＪＲ採用にならないと雇い止めを迎えることになる。私たちの教えをまもってまじめに働いてきたのが無駄になる。正社員への採用率の悪さ、社員への道がないために途中退職や採用への応募が少ない。私たちの職場は要員不足で慢性的に勤務がまわらない状況が続いている。

本来の目的は健康で長く働き続けられる職場作りのためだ。そのため意見を出し合う会議にしてほしい。

高野委員長挨拶
三・一一東日本大震災・福島原発事故被害にあった方にお見舞いを申し上げる。原発に関係する支社は、放射線健康診断（やらない支社もあるが）の実施をした。放射線は広い範囲に広がっている。社宅の放射線量の測定も申し入れている。
ＪＲ採用事件については最終解決に至った。私たちの闘いの集大成だ。闘争団は解散したが、若い人たちの雇用をどうするか問題だ。

二〇一二国民春闘は国民的課題だ。五〇〇〇円の要求の満額獲得をめざす。
車両の検修外注化が提案されてから二年経つが、安全が守れるのか会社側と議論をしていく。

駅業務委託の推進が進んでいる。東京四支社千葉支社などの構内委託や枝線の外注化から全支社に広げていく考えだ。

人事賃金制度については交渉整理がついた。四月一日実施予定だ。
組織強化拡大は、昨年大会以降三名の拡大があった。組織対策会議・組織部長会議を開き、今後の取り組みを検討をする。

❤　地方の声　❤
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東京病院①　二交代がつぎつぎと導入されている。要員が足りないため年休消化がされない。みんなが年休を流している。
仙台病院　仙台の師長は早い人は五十歳で、そうでない人は五五歳で退職する。あたえられている仕事が多過ぎるからだ。
　東海や西日本は六十才以降も専任社員として残している。しかしそのまま夜勤はきつい、外来勤務で残してほしい。
東京病院②　私は泊まり勤務をしている。入社時月八回だった泊まりが現在は九回半ある。母性を大切にしなくてはならない。妊産婦や小さな子供のいる女性の夜勤を減らすためにその分の夜勤が多くなってしまう。病院は要員を増やしてくれないからだ。
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青森①　新青森駅ができ、青森駅は案内所と改札が一緒になった。お客様の忘れ物が増え、要員は足りない状態だ。日勤がいない日もある。除雪体制に人が裂かれ、救急車対応があるとどうしようもない。
一月の委員会は雪で出てくるのが大変なので検討をお願いしたい。

青森②　新幹線の忘れ物探しは大変だ。新青森駅は何も観光がないため、お客は青森駅に来る。料金もスイカが使えない、「得だね！切符」の使い方がわからないなどなどいろいろあるため対応が大変だ。不案内のお客に青森周辺の地図を描いて説明もする。
エルダー希望を出している。
東京病院③　苦情の統計を毎日とって病院に報告している。
新宿駅　遺失物にいます。一日一八〇件の忘れ物があり、増え続けている。
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震災後自宅のかたづけが大変でギックリ腰になった。外出もできなく病院受診もできなかった。やっと受診しレントゲンを取ったら「股関節のう胞」だった。見た目はなんともなさそうに見えるので、泊をやってくれと助役に言われたが、体の事情を話しやっと断った。
郡山えきネット　四０名社員がいる。内エルダーは十五名。
　お客とのトラブルはない。日勤だし、後方の支援もあるので働きやすい。個人面談で中間駅に出ないか聞かれた。
　福島の原発事故は大変だ。反原発の声を上げていかなければならない。
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　仙台　昨年の震災は大変だった。震災後の払い戻し、復旧作業など新規採用の若い人たちも、みんなぎりぎりでがんばっている。放射線量も心配だ。計測しているが高いと列車を止めなくてはいけないとか。郡山も高いところがあるので、放射線を測ってもらいたいし、血液検査もしてほしい。
　自宅は２階まで津波にやられた。直すお金も大変だ。兄が身銭で直してくれた。国労の仲間も毎日来てくれ、ヘドロ落しもやってくれた。一人で悩まないでみんなで話し合う、助け合うことが大切だ。
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東京病院④　病棟の患者数が十五人から二十人になったときがあった。余裕がなく毎日の業務をこなすのがやっとだった。病棟の西から東まで十分かかる。患者からも不満が出ているが、改善されない。年休は取れない。２交代にすれば２人の要員を増やせばまわる計算だ。看護師の補充ならよいが。看護助手では点滴は駄目、ドレーンも駄目では助けにならない。
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第一回婦人部常任委員会開催

第一回婦人部常任委員会を一月二十一日開催しました。議題は①役割分担について、②第２回常任委員会（２月１０日）について③青婦家中央行動（３月８日）についてでした。 
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今後の予定


4月２２日　　　　　第４回常任委員会


６月３日　　　　　　第5回常任委員会


7月７－８日　　　明るく！元気に！


東日本婦人部学習交流会


☆


東北を応援するために


松島を予定しています。


お楽しみに！





加藤婦人部長


メッセージ


昨年の大震災では、国労としての独自行動やカンパ行動が取り組まれた。思いやりのある組合活動だった。病院では二交代が導入され、一人ひとりの状況は厳しい。職場の問題点の改善にむけた活動が必要だ。


2012中央行動が３月９日に予定されている結集を！
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